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※フォトコンテストの入賞作品はP16で紹介しています。

　

国
有
林
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
で
あ

る
高
城
山
風
致
探
勝
林
（
風
致
探
勝
林
と
は
、

山
岳
、
湖
沼
、
渓
谷
等
が
一
体
と
な
っ
た
美

し
い
自
然
景
観
の
探
勝
を
楽
し
め
る
森
林
で
、

遊
歩
道
等
を
利
用
し
て
、
様
々
な
樹
木
、
四

季
折
々
の
自
然
の
織
り
な
す
彩
り
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。）
内
に
あ
る
ブ
ナ
の
樹
氷

と
そ
の
背
景
の
山
並
の
美
し
さ
が
見
事
に
表

現
さ
れ
た
作
品
で
す
。

　

撮
影
者
曰
く
、
撮
影
地
ま
で
何
度
も
足
を

運
び
、
さ
ら
に
、
夜
明
け
と
と
も
に
山
に
入
っ

た
末
に
よ
う
や
く
撮
影
に
成
功
し
た
会
心
作

と
の
こ
と
で
す
。

林
野
庁
長
官
賞
（
最
優
秀
賞
）

作
品
名
：	

高た
か
し
ろ
や
ま

城
山
国
有
林
か
ら
の
景
観

	

「
ブ
ナ
の
樹
氷
」

撮
影
者
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）：
地
下
足
袋
王
子

部
門
名
：	

景
観
部
門

撮
影
地
：	

徳
島
県
那
賀
町
高
城
山
国
有
林

●
高
城
山
風
致
探
勝
林

面
積
：
２
３
８
ha

ア
ク
セ
ス
：
徳
島
駅
か
ら
車
で
１
２
０
分

（
国
道
４
３
８
号
→
国
道
１
９
３
号
→
県
道

２
５
３
号
線
→
剣
山
ス
ー
パ
ー
林
道
）

詳
細
：
四
国
森
林
管
理
局
Ｈ
Ｐ
（
森
林
へ
の

招
待
状〈
四
国
の「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」

を
紹
介
し
ま
す
〉
高
城
山
）
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/
shikoku/kanri/takajyoyam

a.
htm

l

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト　
入
賞
作
品
紹
介
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　森林資源は、育った木を伐採した後に、再び植えて（「再造林」）、育てるといっ
た循環をさせることにより、持続的に利用することが可能な資源です。日本では、
戦後に植えられた人工林の多くが利用可能な状況になりつつあり、森林資源を利
用し、次の世代のために再造林を行う時期にさしかかっています。
　一方、再造林を進めるにあたっては、高いコスト、人手の不足や、植えた苗木
がシカに食べられるなどの課題があります。この特集では、再造林におけるこれ
らの課題解決に向けた取組をご紹介します。

森林の持続可能な利用に向けた
再造林の推進

造
林
作
業
へ
の

自
走
式
草
刈
り
機
の
導
入

　

北
海
道
造
林
協
会
で
は
、
人

工
林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め

る
う
え
で
不
可
欠
な
下
刈
り
や

地
拵
え
の
「
機
械
化
に
よ
る
軽

労
化
」
を
図
る
た
め
、
既
存
の

自
走
式
草
刈
り
機
の
造
林
作
業

へ
の
導
入
に
む
け
た
実
証
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
械
は

前
後
左
右
30
度
の
傾
斜
に
対
応

可
能
で
、
運
転
免
許
が
不
要
で

す
。
さ
ら
に
は
片
手
で
操
作
可

能
で
、
実
証
実
験
で
は
造
林
の

妨
げ
と
な
る
太
さ
２
～
３
㎝
、

高
さ
３
ｍ
の
チ
シ
マ
ザ
サ
も
粉

砕
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
、

地
拵
え
時
の
切
り
株
の
処
理
の

対
応
も
可
能
と
な
る
よ
う
改
良

が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
作
業
の
効
率
化

や
安
全
性
の
向
上
、
加
え
て
若

手
新
規
就
労
者
の
確
保
な
ど
労

働
力
不
足
の
改
善
に
繋
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
一
般
社
団
法
人 

北
海
道
造
林
協

会
）



種類 諸　元　等

特
大

ド
ロ
ー
ン

 （特注品）部品を海外から取り寄せて組立
・諸　　元： 大きさ約 250cm、重さ 30.0kg
・用　　途： 20kg程度の資材運搬
 （裸苗240本、コンテナ苗80本程度）
・駆動時間： 約 15 分程度

大
型

ド
ロ
ー
ン

 （市販製品）空撮用に一眼レフをカスタマイズした機体もあり
・諸　　元： 大きさ約 100cm、重さ 9.0kg
・用　　途： ３kg程度の資材運搬
 （裸苗60本、コンテナ苗20本程度）
・駆動時間： 約 15 分程度 

小
型

ド
ロ
ー
ン

（市販製品）小型ドローンの活用は、幅広い
・諸　　元： 大きさ約 35cm、重さ 1.2kg
・用　　途： 森林調査、獣害ネットの状況確認、架線の予備線

架設、治山施設の点検、造林下刈り検査（面的に確
認可能）など

「
油
圧
式
集
材
機
」や

「
特
大
ド
ロ
ー
ン
」な
ど
に
よ
る

コ
ン
テ
ナ
苗
運
搬

　

和
歌
山
県
で
は
、
紀
伊
半
島
の
急
峻
な
地

形
に
対
応
し
な
が
ら
、
再
造
林
コ
ス
ト
を
下

げ
る
た
め
、
伐
採
し
た
木
を
集
め
る
架
線
集

材
機
や
特
大
ド
ロ
ー
ン
を
苗
木
運
搬
に
活
用

す
る
た
め
の
研
究
開
発
・
実
証
試
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

無
線
操
作
や
搬
器
の
自
動
走
行
が
可
能
な

「
油
圧
式
集
材
機
」
を
開
発
し
、
苗
木
運
搬
に

開発した「特大ドローン」と市販のドローン

別表：「ドローン」の試験飛行による結果

「特大ドローン」による
コンテナ苗木の運搬

開
発
し
た「
油
圧
式
集
材
機
」と
コ
ン
テ
ナ
苗
木
の
運
搬

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
造
林
作
業
の
労
力
軽

減
・
安
全
性
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
形
等
の
制
約
に
よ
り
架
線
集
材
機
が

使
用
で
き
な
い
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
策
と
し
て

「
ド
ロ
ー
ン
」
に
よ
る
苗
木
運
搬
に
も
全
国
に

先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
和
歌
山
県

内
の
機
械
メ
ー
カ
ー
が
製
作
し
た
「
特
大
ド

ロ
ー
ン
」
と
市
販
の
「
大
型
ド
ロ
ー
ン
」
を

使
い
、
１
回
の
飛
行
で
運
搬
で
き
る
苗
木
の

本
数
、
飛
行
条
件
も
考
慮
し
な
が
ら
試
験
飛

行
を
行
い
、
別
表
の
よ
う
な
結
果
を
得
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
後
、「
特
大
ド
ロ
ー
ン
」、「
大
型
ド
ロ
ー
ン
」、

「
人
力
」の
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
る
苗
木
運
搬
に
係

る
コ
ス
ト
分
析
を
実
施
し
、急
傾
斜
地
で
の
植

栽
資
材
の
新
た
な
運
搬
方
法
と
し
て
普
及
定

着
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※ 

本
取
組
は
和
歌
山
県
の「
森
林
・
林
業
総
合

戦
略
～
新
・
紀
州
林
業
へ
の
挑
戦
～
」に

基
づ
く「
一
貫
作
業
の
低
コ
ス
ト
化
・
省

力
化
再
造
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

（
和
歌
山
県 

農
林
水
産
部 

森
林
・
林
業
局
）
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森林の持続可能な利用に向けた再造林の推進

造
林
コ
ス
ト
の
低
減
に
資
す
る

伐
採
・
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム

　

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
は
、
伐
採
と
地
拵
え
・
植
栽

を
別
々
に
実
施
し
て
い
た
従
来
型
の
施
業
と
比
較
し

て
、
地
拵
え
の
省
力
化
及
び
低
コ
ス
ト
化
が
期
待
で

き
る
施
業
方
法
で
す
。

　

林
野
庁
で
実
施
し
た
実
測
調
査
の
事
例
で
は
、
伐

採
か
ら
地
拵
え
ま
で
の
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
で
、

雑
草
が
繁
茂
す
る
前
に
苗
木
を
植
栽
す
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
等
の
林
業
機
械
を
活
用
し

て
地
拵
え
を
実
施
す
る
こ
と
で
造
林
の
低
コ
ス
ト
化

に
つ
な
が
る
結
果
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伐
採
作
業
時
に
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
等
に
よ
り

伐
採
木
を
集
め
る
際
、
地
拵
え
作
業
に
お
け
る
効
率

化
の
た
め
、
植
栽
の
妨
げ
に
な
る
枝
や
葉
等
も
併
せ

て
集
め
る
こ
と
で
、
地
拵
え
作
業
の
省
力
化
・
低
コ

ス
ト
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

伐
採
・
造
林
の
一
貫
作
業
へ
対
す
る

国
の
補
助
に
つ
い
て

　

一
貫
作
業
に
よ
る
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
を
進
め

る
た
め
、
国
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
「
林
業
・
木

材
産
業
成
長
産
業
化
促
進
対
策
」
に
よ
り
、
支
援
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
再
造
林
（
地
拵
え
、
植
栽
、
苗
木

運
搬
）
に
要
す
る
費
用
に
加
え
て
、
地
拵
え
の
妨
げ

と
な
る
伐
採
時
に
発
生
し
た
枝
や
葉
等
を
集
め
る
の

に
要
す
る
費
用
に
対
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。（
補

助
率
：
定
額
）

地拵えコストの低減効果

地拵えコストを６～７割縮減
→再造林コストの２割縮減に相当

従来方式（a） 一貫作業（b） b ／ a

事例① 32万円/ha 12万円/ha 38％

事例② 31万円/ha 10万円/ha 32％
※	低コスト造林技術実証・導入促進事業の調査地データより
※	事例①は北海道森林管理局石狩森林管理署、事例②は東北
森林管理局山形森林管理署管内で得られたデータ。

地拵え 植付
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通　
　
常

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム

伐採

伐採

集材に用いたグ
ラップルで枝葉
や端材を片付け

搬出に使っ
たフォワーダで
コンテナ苗を

運搬

植付適期が長い
コンテナ苗の活
用により労務を
平準化

集材

集材

搬出

搬出 地拵え コンテナ苗に
よる植付



成
長
等
が
特
に
優
れ
た
樹
木

（
特
定
母
樹
・
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
）

に
つ
い
て

　

特
定
母
樹
は
、「
森
林
の
間
伐
等
の
実

施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基

づ
き
指
定
さ
れ
る
優
良
な
樹
木
で
、
従
来

の
苗
木
よ
り
、
成
長
量
が
概
ね
１
・
５
倍

以
上
、
花
粉
量
が
概
ね
半
分
以
下
（
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
の
場
合
）、
平
均
的
な
木
材
よ
り

材
質
が
優
れ
て
い
る
等
の
特
性
の
基
準
を

満
た
す
も
の
で
す
。

　

特
定
母
樹
の
多
く
は
、
エ
リ
ー
ト
ツ

スギエリートツリーの生育状況（植栽後１年４ヶ月）
（写真：国立研究開発法人森林研究・整備機構林木育種センター提供）

エリートツリー従来の精英樹

早
生
樹
の
導
入

広
島
県
で
の
取
組
（
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
）

　

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
、
中
国
の
主
要
造
林
樹

種
で
、
成
長
が
早
い
、
萌
芽
更
新
が
可
能
、

曲
げ
ヤ
ン
グ
率
は
ヒ
ノ
キ
に
近
い
等
の
優
れ

た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
広
島
県
で
は
、
昭
和

30
年
代
に
植
栽
さ
れ
た
造
林
地
を
参
考
に
、

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
成
長
や
材

質
特
性
に
基
づ
く
優
良
系
統
の
選
抜
等
を
進

め
る
と
と
も
に
、
県
の
「
農
林
水
産
業
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
Ⅱ
期
）」
に
再
造
林

コ
ス
ト
の
削
減
が
期
待
で
き
る
樹
種
と
し
て

位
置
付
け
て
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
30
年
の
春
に
は
約
10 

ha
の
植
栽
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
広
島
県
森
林
整
備
・
農

業
振
興
財
団
で
は
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
コ
ン

テ
ナ
苗
の
生
産
や
、
モ
デ
ル
林
の
整
備
等
も

進
め
て
い
ま
す
。

（
広
島
県 

農
林
水
産
局
林
業
課
）

熊
本
県
で
の
取
組
（
セ
ン
ダ
ン
）

　

熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所
で
は
平
成
８
年

度
か
ら
九
州
や
四
国
に
自
生
す
る
落
葉
広
葉

樹
の
セ
ン
ダ
ン
の
施
業
に
関
す
る
研
究
に
取

り
組
ん
で
お
り
、幹
の
通
直
性
を
高
め
る
「
芽

か
き
」
を
施
す
育
林
方
法
を
開
発
し
ま
し
た
。

熊
本
県
上
益
城
郡
甲
佐
町
に
あ
る
試
験
地
で

は
成
長
が
早
い
系
統
を
植
栽
し
、
芽
か
き
を

実
施
し
た
結
果
、
17
年
生
時
の
胸
高
直
径
は

大
き
い
も
の
で
40
㎝
に
達
し
、
通
直
な
樹
幹

形
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
視
察
が
増
え

る
等
、
全
国
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
試
験
林

で
す
。

（
熊
本
県 

林
業
研
究
指
導
所
）

コウヨウザン造林地（広島県庄原市）
56年生　0.63ha（1,006㎥ /ha）

センダン芽かき試験林（熊本県甲佐町）
17年生　0.13ha

リ
ー
の
中
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
エ

リ
ー
ト
ツ
リ
ー
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
及
び

カ
ラ
マ
ツ
の
う
ち
、
成
長
等
が
特
に
優
れ

病
虫
害
に
抵
抗
性
の
あ
る
木
と
し
て
選
抜

さ
れ
た
第
１
世
代
の
精
英
樹
同
士
を
交
配

し
、
そ
の
子
供
世
代
の
中
か
ら
特
に
優
れ

た
も
の
と
し
て
選
ば
れ
る
第
２
世
代
以
降

の
精
英
樹
で
、
ま
さ
に
エ
リ
ー
ト
な
開
発

品
種
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
成
長
に
優
れ
た
種
苗
が
今

後
の
再
造
林
の
際
に
広
く
利
用
さ
れ
る
よ

う
、
体
制
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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コ
ン
テ
ナ
苗
の

生
産
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
て

コ
ン
テ
ナ
苗
の
可
能
性

　

森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
と
持
続
的
な

林
業
経
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、確
実
な

再
造
林
と
そ
れ
に
必
要
な
苗
木
の
確
保
が
重

要
で
す
。そ
の
よ
う
な
中
、育
苗
の
省
力
化
や

植
え
付
け
作
業
の
効
率
化
等
が
期
待
で
き
る

コ
ン
テ
ナ
苗
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。現

在
、さ
ら
な
る
苗
木
品
質
の
向
上
、生
産
コ
ス

ト
の
削
減
等
を
目
指
し
、コ
ン
テ
ナ
苗
に
関
す

る
調
査
・
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、そ
の
う

ち
の
ひ
と
つ
に
充
実
種
子
（
注
１
）を
選
別
す
る

と
い
う
新
し
い
技
術
が
あ
り
ま
す
。

充
実
種
子
の
選
別
技
術

　

一
般
に
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
種
子
は

発
芽
率
が
低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す

が
、
発
芽
の
能
力
を
外
観
で
区
別
す
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
で
す
。
コ
ン
テ
ナ
に
蒔
い
た

種
が
発
芽
し
な
け
れ
ば
生
産
効
率
が
下
が
っ

て
し
ま
う
た
め
、
現
状
で
は
苗
畑
で
育
て

た
幼
苗
を
移
植
す
る
作
業
や
、
種
子
を
数
粒

蒔
い
て
間
引
く
な
ど
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
作
業
に
は
コ
ス
ト
と

時
間
が
か
か
る
た
め
、
種
子
の
発
芽
率
を
向

上
さ
せ
、
作
業
の
手
間
を
省
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

充
実
種
子
を
効
率
的
に
判
別
す
る
方
法
と

し
て
、九
州
大
学
で
は
近
赤
外
光
の
持
つ
性
質

に
着
目
し
て
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ

コ
ン
テ
ナ
苗
の
育
苗
や
取
扱
い
等
に
関
す
る
情
報
は
、
林
野
庁
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
「
コ
ン
テ

ナ
苗
基
礎
知
識
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/j/kanbatu/syubyou/syubyou.htm
l

の
結
果
、充
実
種
子
は
、１
，７
３
０
nm（
注
２
）
付

近
の
近
赤
外
光
を
吸
収
す
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
種
子
内
の
脂
質
に
近
赤
外

線
が
吸
収
さ
れ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
技
術
に
よ
り
、
90
％
以
上
の
確
率
で
発

芽
す
る
充
実
種
子
を
判
別
す
る
こ
と
が
可
能

と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
森
林
総
合
研
究
所
・
九
州
大
学
・

㈱
住
友
林
業
、
九
州
計
測
器
㈱
が
協
同
で
、

こ
の
判
別
技
術
を
搭
載
し
た
自
動
で
種
子
を

選
別
で
き
る
機
械
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

（
注
１
）
充
実
種
子
：
発
芽
率
の
高
い
種
子
の
こ
と

（
注
２
）
nm
（
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
）：
10
億
分
の
１
メ
ー
ト
ル

（
注
３
）
不
稔
種
子
：
発
芽
能
力
を
持
た
な
い
種
子
の
こ
と
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実
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子
と
不
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種
子（
注
３
）の
外
観
と
中
身（
横
断
面
）
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シ
カ
に
よ
る

森
林
被
害
緊
急
対
策
事
業
の

事
例
紹
介

　
近
年
、
野
生
鳥
獣
の
生
息
域
の
拡
大
等
を

背
景
と
し
て
、
シ
カ
等
野
生
鳥
獣
に
よ
る
森

林
被
害
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
平
成
28
年

度
の
森
林
被
害
面
積
は
約
７
千
ha
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
シ
カ
に
よ
る
被
害
が

約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
主
伐
・
再
造
林
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
、
林
野
庁
で
は
「
森
林
整
備
事
業
」

等
に
よ
る
防
護
柵
の
設
置
や
捕
獲
等
に
対
す

る
支
援
に
加
え
、
平
成
28
年
度
よ
り
、
シ
カ

の
捕
獲
を
モ
デ
ル
的
に
実
施
す
る
取
組
や
シ

カ
の
行
動
を
把
握
す
る
取
組
に
対
す
る
支
援

も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

熊
本
県

　

熊
本
県
で
は
、
輪
番
移
動
式
く
く
り
わ
な

と
簡
易
囲
い
わ
な
に
よ
る
捕
獲
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
輪
番
移
動
式
く
く
り
わ
な
と
は
、

わ
な
を
捕
獲
対
象
エ
リ
ア
に
一
斉
に
仕
掛
け

る
の
で
は
な
く
、
エ
リ
ア
を
細
分
化
し
て
、

順
番
に
わ
な
を

設
置
し
て
い
く

方
法
の
こ
と
で
、

今
回
、
高
い
捕

獲
効
率
を
達
成

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
簡
易

囲
い
わ
な
で
は
、

電
波
の
中
継
地

点
を
設
け
る
こ

と
で
、
山
間
部

に
お
い
て
も
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
わ
な
が
作
動

可
能
な
こ
と
を

実
証
し
ま
し
た
。

静
岡
県

　

静
岡
県
で
は
西
部
に
お
い
て
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
首
輪

を
シ
カ
に
装
着
し
、主
伐
地
周
辺
に
お
け
る
シ

カ
の
行
動
把
握
を
行
っ
て
い
ま
す
。平
成
29
年

度
の
結
果
で
は
、シ
カ
の
群
れ
に
は
皆
伐
地
を

利
用
す
る
群
れ
と
全
く
利
用
せ
ず
林
内
で
生

活
す
る
群
れ
が
あ
り
、そ
の
行
動
圏
は
固
定
的

で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
首
輪
に
よ
る
調
査
を
行
う

に
あ
た
り
、
特
に
シ
カ
の
生
息
密
度
が
低
い

地
域
で
は
シ
カ
と
の
遭
遇
機
会
も
非
常
に
少

な
い
た
め
Ｇ
Ｐ
Ｓ
首
輪
の
装
着
に
時
間
が
か

か
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

は
首
輪
を
自
動
装
着
さ
せ
る
取
組
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

福
井
県

　

福
井
県
で
は
、

森
林
組
合
に
よ

る
く
く
り
わ
な

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用

い
た
囲
い
わ
な

の
ほ
か
、林
道
脇

に
複
数
の
給
餌
場
所
を
設
置
し
、誘
引
し
た
シ

カ
を
車
両
で
移
動
し
な
が
ら
銃
で
捕
獲
す
る

「
モ
バ
イ
ル
カ
リ
ン
グ
」に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。平
成
29
年
度
の
取
組
で
は
、シ
カ
の
車
両

通
行
音
に
対
す
る
警
戒
心
が
強
く
、捕
獲
に
は

至
ら
な
か
っ
た
た
め
、平
成
30
年
度
は
通
行
音

に
対
す
る
警
戒
心
を
緩
め
る
た
め
の
取
組
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

長
崎
県

　

長
崎
県
対
馬
市
で
は
、首
く
く
り
わ
な
に
よ

る
誘
引
捕
獲
を
実
施
し
て
お
り
、林
業
事
業
体

が
操
縦
す
る
ド
ロ
ー
ン
で
見
回
り
の
省
力
化

が
可
能
か
検
討
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、シ
カ

が
捕
獲
さ
れ
て
い
れ
ば
皆
伐
地
、間
伐
地
と
も

に
ド
ロ
ー
ン
の
空
撮
写
真
に
よ
り
確
認
が
で

き
、ま
た
、わ
な
の
再
設

置
や
給
餌
等
の
作
業
が

な
い
場
合
に
お
け
る
見

回
り
の
省
力
化
が
可
能

と
い
う
結
果
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

主要な野生鳥獣による森林被害面積（平成28年度）

皆伐地において捕獲されたシカ
（ドローン撮影）

ドローン操縦の様子

囲いわな

モ
バ
イ
ル
カ
リ
ン
グ

GPS首輪により把握されたシカの行動圏

輪番移動式くくりわなのイメージ



「
緑
の
募
金
」
強
調
月
間
に
合
わ
せ
て

安
倍
総
理
と
歓
談

　

緑
の
募
金
の
全
国
一
斉
強
調
月
間
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
首
相
官
邸
を
訪
問
し
安
倍
総
理

に
緑
の
羽
根
を
着
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

歓
談
の
中
で
、
安
倍
総
理
は
「
私
が
小
学

生
の
頃
は
木
造
の
校
舎
や
椅
子
を
当
た
り
前

に
使
っ
て
い
て
、
木
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
育
っ

た
の
は
良
か
っ
た
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
か
ら
は
、
在
学
中
の
近
畿
大
学
に
つ
い
て

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
か
つ
て
の

近
畿
大
学
の
校
舎
に
は
木
造
の
も
の
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
近
年
作
ら
れ

た
校
舎
で
は
木
造
の
も
の
が
積
極
的
に
選
ば

れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
私
が
入
学
し
た
と
き

に
は
い
く
つ
も
の
校
舎
が
木
造
に
な
っ
て
お

り
、
私
は
も
ち
ろ
ん
友
人
た
ち
も
と
て
も
気

持
ち
の
良
い
大
学
だ
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

学
校
や
憩
い
の
場
で
木
の
温
も
り
を
感
じ

ら
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
素
敵
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
き
っ
と
、
木
に
親
し
み
、
そ
の

魅
力
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
木
造
の
良

さ
を
感
じ
と
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、
若
い
人
た
ち
に
は
、
も
っ
と
も
っ

と
木
に
親
し
む
機
会
を
増
や
し
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
み
ど
り
の
女
神
に
選
ば
れ
た
際
、
木

で
で
き
た
名
刺
入
れ
と
携
帯
ケ
ー
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
木
の
温
か
み
が
感
じ
ら
れ
、

使
っ
て
い
る
と
色
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う

木
材
な
ら
で
は
の
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
が
ど
ん
な
種
類
の
木
で
、
ど

こ
で
作
ら
れ
た
の
か
？
と
興
味
を
持
つ
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

３
月
に
熊
本
に
行
っ
た
際
に
は
、
名
刺
ケ
ー

　

４
月
は
岐
阜
県
に
行
き
、
街
頭
募
金
活
動

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
緑
の

少
年
団
の
子
供
達
や
、
近
隣
の
大
学
生
の
方
々

が
元
気
な
声
で
、
日
本
の
み
ど
り
の
た
め
に

募
金
活
動
を
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
緑
の
羽

根
一
つ
ひ
と
つ
は
と
て
も
小
さ
い
で
す
。
で

す
が
、
沢
山
の
方
々
が
そ
の
羽
根
を
付
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
思
い
は
、
き
っ
と
大

き
な
も
の
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
だ
ま
だ
、
生
活
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
木
製
品
は
少
な
く
、
そ
の
魅
力
に
気
づ
い

て
い
な
い
方
々
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
友
人

に
、
木
を
伐
っ
て
使
う
こ
と
の
必
要
性
に
つ

い
て
話
す
と
驚
か
れ
ま
す
。
木
は
使
っ
た
方

が
良
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
の

で
す
。
で
す
が
、
新
国
立
競
技
場
が
木
造
で

あ
る
こ
と
や
、
住
友
林
業
が
発
表
し
た
木
造

高
層
ビ
ル
建
設
構
想
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
な
ど
の
新
し

い
技
術
開
発
な
ど
、
関
心
を
広
げ
る
き
っ
か

け
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
す
。

　

木
に
触
れ
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
を
、
よ

り
多
く
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
私
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

ス
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
「
大
工
小
屋
」
の

甲
斐
さ
ん
に
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
甲
斐
さ
ん
は
切
り
株
に
独
特
の
色
合
い

が
あ
る
こ
と
を
活
か
し
、
様
々
な
も
の
を
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
山
に
は
間
伐
で
放
置
さ
れ

た
丸
太
や
切
り
株
な
ど
ま
だ
ま
だ
使
え
る
も

の
が
沢
山
あ
り
、
こ
れ
ら
を
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
山
に
放
置
さ
れ
る
も
の
も
少

な
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
話
を
き
い
て
、

私
の
名
刺
ケ
ー
ス
は
甲
斐
さ
ん
に
救
わ
れ
た

木
材
な
ん
だ
と
感
じ
、
よ
り
大
切
に
使
っ
て

い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

「
緑
の
募
金
」
を
通
し
て
木
の
魅
力
に

気
づ
い
て
も
ら
い
た
い

　
「
植
え
る
緑
化
か
ら
使
う
緑
化
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
木
製

品
を
使
う
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
余
り
興
味
を
持
て
な
か
っ
た
人
に
も
こ

の
考
え
方
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
き
っ
か
け
作
り
を
し
て
い
る
の
が
、
緑

の
募
金
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

名刺ケースを作ってくださった「大工小屋」の甲斐さん

首相官邸にて 

岐阜県でみどりの募金活動に参加しました

竹川 智世（たけかわ ちせ）
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今
年
４
月
、
江
東
区
で
初
と
な
る
小
中

一
貫
教
育
を
行
う
義
務
教
育
学
校
「
有
明

西
学
園
」
が
開
校
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
江
東
区
に
お
け
る
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
が
急
増
し
、
人
口
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
を
受
け
、
学
校
施
設
を
確
保

す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
た
同
校
。
江
東
区

が
掲
げ
る
「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木

材
利
用
推
進
方
針
」
お
よ
び
「
区
立
小
中

学
校
の
改
築
・
改
修
に
関
す
る
基
本
的
な

考
え
方
」
に
基
づ
き
、
積
極
的
な
木
材
利

用
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
・
生

徒
の
学
習
環
境
の
向
上
や
、
地
場
産
業
の

活
性
化
等
を
図
る
た
め
、
校
舎
の
一
部
木

構
造
化
と
内
装
等
の
木
質
化
に
取
り
組
む

計
画
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
２
０

年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
自
転
車
競
技
会
場
が

同
校
と
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
内

外
の
多
く
の
人
々
に
江
東
区
の
木
の
文
化

を
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

有
明
西
学
園
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
部

分
的
な
校
舎
の
木
構
造
化
に
つ
い
て
は
、
生

徒
が
日
常
的
に
使
用
す
る
教
室
や
廊
下
の

柱
・
梁
（
写
真
１
・
２
）
に
耐
火
集
成
木

「
有
明
西
学
園
」が
開
校

TOPICS
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材「
燃
エ
ン
ウ
ッ
ド
」を
使
用
。
燃
エ
ン
ウ
ッ

ド
は
、「
荷
重
支
持
部
」
と
呼
ば
れ
る
木
の

構
造
体
と
「
燃
え
止
ま
り
層
」、「
燃
え
代

層
」
か
ら
な
る
耐
火
被
覆
層
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
万
が
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合

に
は
最
外
層
の
「
燃
え
代
層
」
の
み
が
燃

焼
・
炭
化
す
る
こ
と
で
内
部
の
温
度
上
昇

を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、「
燃
え
止
ま
り
層
」

に
配
置
さ
れ
た
モ
ル
タ
ル
で
熱
を
吸
収
す

る
こ
と
で
燃
焼
を
停
止
さ
せ
、
部
材
の
中

心
部
に
あ
る
「
荷
重
支
持
部
」
を
火
災
か

ら
保
護
し
ま
す
。
ま
た
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
架
構
部
分
が
木
架
構
部
分
を
含
む

建
物
全
体
の
耐
震
性
を
確
保
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
装
の
木
質
化
に
関
し
て
は
、
江
東
区

が
掲
げ
る
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材

利
用
推
進
方
針
に
則
り
、
教
室
の
床
に
は

カ
バ
材
の
複
層
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
腰
壁
は

カ
ラ
マ
ツ
の
羽
目
板
張
り
、
天
井
の
一
部

に
は
有
孔
シ
ナ
合
板
を
使
用
。
現
し
の
柱
・

梁
と
あ
わ
せ
て
、
よ
り
木
の
温
も
り
を
感

じ
な
が
ら
学
習
す
る
こ
と
の
で
き
る
空
間

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
の
回
廊
と

名
付
け
た
吹
抜
け
空
間
（
写
真
３
）
に
も

ふ
ん
だ
ん
に
木
材
が
使
用
さ
れ
、
学
校
生

活
の
記
憶
の
一
部
と
な
る
空
間
づ
く
り
が

演
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
図
書
室
（
写
真
４
）
や
体
育
館
、

特
別
教
室
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
（
写
真
５
）

な
ど
、
校
舎
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
木
材
が

使
わ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
丸
柱
に
26
種

の
希
少
な
木
材
を
貼
り
合
わ
せ
て
仕
上
げ

た
「
木
の
シ
ン
ボ
ル
柱
」（
写
真
６
）
や
格

言
や
古
典
の
一
節
、
数
学
・
理
科
の
公
式

を
吹
き
抜
け
の
木
の
壁
面
全
体
に
ち
り
ば

め
る
（
写
真
７
）
な
ど
、
木

材
な
ら
で
は
の
デ
ザ
イ
ン
が
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物

の
外
壁
や
軒
裏
天
井
を
木
質
化

す
る
こ
と
で
、
外
部
の
歩
行
者

等
が
一
目
見
た
だ
け
で
「
木
の

学
校
」
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
る

印
象
的
な
校
舎
の
デ
ザ
イ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
木
の
温
も
り

を
活
か
し
た
学
び
舎
づ
く
り
、

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
習
環

境
を
創
出
す
る
空
間
づ
く
り
、
災
害
に
強

い
、
人
・
環
境
に
優
し
い
学
校
づ
く
り
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
開
校
し
た
有
明
西
学
園
。
地

場
の
木
材
産
業
と
木
の
文
化
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
木
の
学
校
と
し
て
、
そ
の
“
江
東

区
ら
し
さ
”
を
世
界
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

３

４

５

６

７
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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

❹

網
走
西
部
流
域
の
現
況

（
１
）
森
林
資
源
の
状
況

　
網
走
西
部
流
域
は
、
北
海
道
北
東
部
の
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
た
７
市
町
村
（
紋
別
市
、

遠
軽
町
、
湧
別
町
、
滝
上
町
、
興
部
町
、
西

興
部
村
、
雄
武
町
）
か
ら
な
る
地
域
で
、
森

林
面
積
38
万
ha
の
う
ち
人
工
林
が
13
万
ha

（
35
％
）、
天
然
林
が
約
24
万
ha
（
62
％
）
を

占
め
て
い
ま
す
（
写
真
―
１
）。

  

人
工
林
の
樹
種
別
面
積
で
は
ト
ド
マ
ツ
が

63
％
、
カ
ラ
マ
ツ
が
22
％
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
は
カ
ラ
マ
ツ
に
加
え
、
ト
ド
マ
ツ
も
本

格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
出
材

量
の
増
加
や
大
径
化
へ
の
対
応
、
伐
採
後

の
確
実
な
再
造
林
の
確
保
に
向
け
た
取
組
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天
然
林
に

は
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
優
良
な
広
葉
樹
資
源
が
分

布
し
て
お
り
、
人
工
林
と
天
然
林
の
双
方
で
、

資
源
の
循
環
利
用
を
目
指
し
た
環
境
に
配
慮

す
る
森
林
づ
く
り
を
継
続
す
る
と
と
も
に
原

木
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
２
）
全
国
一
の
森
林
認
証
地
帯
の
形
成

　
本
流
域
で
は
、
以
前
か
ら
地
域
の
森
林
・

林
業
や
地
域
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
お
り
、平
成
18
年
度
か
ら
は
「
網

走
西
部
流
域
森
林
・
林
業
活
性
化
協
議
会
」

が
中
心
と
な
り
、
流
域
内
の
国
有
林
、
道
有

林
、
一
般
民
有
林
が
一
体
と
な
っ
た
森
林
認

証
取
得
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

流
域
内
に
お
け
る
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
認
証
森
林
面
積

は
全
森
林
面
積
の
約
85
％
を
占
め
る
約
32
万

ha
と
な
り
、
網
走
東
部
流
域
と
合
わ
せ
て
全

国
一
の
森
林
認
証
地
帯
が
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
（
平
成
29
年
１
月
現
在
）。
ま
た
地
域
で
の

Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
の
取
得
も
進
み
、
認
証
材
の
供

給
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
（
写
真
―
２
）。

林
業
成
長
産
業
化
の
取
組

（
１
）
林
業
成
長
産
業
化
地
域
へ
の
選
定

  

認
証
材
製
品
に
つ
い
て
は
、
安
定
的
に
供

給
で
き
る
市
場
の
確
保
が
課
題
で
し
た
が
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
で
の
認
証
材
の
利
用
を
契
機
に
、
首

都
圏
を
中
心
に
認
証
材
の
活
用
を
検
討
す
る

企
業
が
増
加
す
る
な
ど
、
利
用
推
進
が
図
ら

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
本
流
域
で
は
、
森
林
認
証
を
柱
と

し
た
環
境
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
よ
る
林
業
・

木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
を
目
指
し
、
川
下

か
ら
川
上
へ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
と
い
う
視

点
か
ら
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
産
森
林
認
証
材
」
を

活
用
し
た
素
材
生
産
・
加
工
・
流
通
・
販
売

の〝
林
商
工
連
携
〟に
よ
る「
ウ
ッ
ド
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
」
を
柱
と
す
る
新
た
な
戦

略
を
提
案
し
、
林
野
庁
よ
り
林
業
成
長
産
業

化
地
域
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）
地
域
構
想
の
概
要

　
本
構
想
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
の
５
年

間
で
次
の
３
つ
の
戦
略
に
基
づ
く
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
（
図
―
１
）。

戦
略
１

付
加
価
値
を
高
め
た
製
材・製
品
の
販
売
促
進

・ 

首
都
圏
に
お
け
る
認
証
材
の
環
境
価
値
創

オ
ホ
ー
ツ
ク
産
森
林
認
証
材
を
活
用
し
た

ウ
ッ
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

～
北
海
道
・
網
走
西
部
流
域
に
お
け
る
取
組
～

写真―２　認証森林とオホーツクの森林認証材

写真―１　オホーツク海を望む網走西部流域の森林
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出
、
森
林
認
証
を
活
用
し
た
地
域
材
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ

戦
略
２

林
業
の
新
た
な
価
値
創
造
を
担
う
人
材
の
育
成

・ 

川
下
と
川
上
、森
林
と
消
費
者
を
結
ぶ
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
「W

ood

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
仮
称
）」
や
次
世
代
を
担
う
林
業
技
術
者

の
育
成

戦
略
３

森
林
資
源
の
付
加
価
値
化
に
向
け
た

原
木
集
荷･

供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・ 

適
切
な
森
林
施
業
の
確
保
（
認
証
森
林
の

循
環
利
用
に
向
け
た
造
林
作
業
の
低
コ
ス

ト
化
、作
業
シ
ス
テ
ム
の
検
討
な
ど
）と
木

材
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・ 

資
源
の
大
径
化
に
合
わ
せ
た
生
産
体
制
、

商
品
開
発平

成
29
年
度
の

網
走
西
部
流
域
に
お
け
る

取
組

　

初
年
度
と
な
る
平
成
29
年
度

に
は
、
３
つ
の
戦
略
に
基
づ
く

具
体
的
な
取
組
を
次
の
と
お
り

進
め
ま
し
た
。

戦
略
１

付
加
価
値
を
高
め
た
製
材・製
品

の
販
売
促
進

　

首
都
圏
で
の
認
証
材
の
環
境

価
値
の
創
出
に
向
け
、
東
京
農
業
大
学
（
オ

ホ
ー
ツ
ク
実
学
セ
ン
タ
ー
）
へ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
を
委
託
し
た
ほ
か
、
東
京
で
開
催

さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ム
シ
ョ
ー
等
の
展
示

会
へ
認
証
材
製
品
を
出
展
し
ま
し
た
。
平
成

30
年
３
月
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
の
認
証
材

供
給
基
地
の
魅
力
を
首
都
圏
の
企
業
Ｃ
Ｓ
Ｒ

活
動
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
（
写
真
―
３
）。

戦
略
２

林
業
の
新
た
な
価
値
創
造
を
担
う
人
材
の
育
成

　
「W

ood

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
仮
称
）」

制
度
の
創
設
に
向
け
て
、ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
立
ち
上
げ
、
学
識
経
験
者
を
招
聘
し
て

人
材
育
成
の
講
演
会
及
び
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

戦
略
３

森
林
資
源
の
付
加
価
値
化
に
向
け
た

原
木
集
荷
・
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　
造
林
・
保
育
作
業
の
効
率
化
、
省
力
化
を

進
め
る
た
め
、
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
を
使
用
し
た

地
拵
え
の
現
地
検
討
会
（
写
真
―
４
）
や
コ

ン
テ
ナ
苗
生
産
基
盤
施
設
整
備
（
写
真
―
５
）

を
実
施
し
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
本
流
域
で
は
、
平
成
30
年
度
以
降
も
地
域

構
想
に
基
づ
き
、
地
域
の
関
係
者
が
連
携
し

て
認
証
材
の
新
た
な
価
値
の
創
造
、
安
定
供

給
体
制
の
構
築
に
向
け
た
林
業
・
木
材
産
業

の
体
制
強
化
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
森
林
所
有
者
の
林
業
経
営
意
欲

の
増
大
を
図
り
、
収
益
を
確
保
し
、
森
林
資

源
の
循
環
利
用
に
よ
る
林
業
成
長
産
業
化
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

（
網
走
西
部
流
域
森
林
・
林
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
）

写真―５　コンテナ苗生産施設

写真―４　クラッシャーによる地拵え現地検討会

写真―３　企業CSR 活動へのPRセミナー（東京）

図―１　「網走西部流域地域構想」の概要



第12回 みどりの式典 
 ～みどりの学術賞授与・緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰～

TOPICS

02

　４月 27 日、東京都千代田区の憲政記念館で、天皇皇后両陛下ご臨席の下、安倍内閣総理大臣、
齋藤農林水産大臣をはじめ約 250 名が出席し、第 12 回みどりの式典が開催されました。式典では、

「みどりの学術賞」の授与及び「緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰」が行われました。

　「みどりの学術賞」は、国内で植物・森林・緑地・造園・自然保護等の研究、技術の開発など

「みどり」に関する学術上の顕著な功績のあった個人に授与される賞です。

　第 12 回の受賞者は、熊
くまがい

谷洋
よういち

一氏と篠
しのざき

崎和
か ず こ

子氏の２名で、それぞれの功績は以下のとおりです。

第12 回みどりの学術賞

篠
しのざき

崎 和
か ず こ

子　東京大学大学院農学生命科学研究科教授

「植物の環境ストレス応答機構の解明と耐性作物の開発」に関する功績

熊
くまがい

谷 洋
よういち

一 　東京大学名誉教授、兵庫県立淡路景観園芸学校名誉学長　

「自然環境の保全管理の基本となる景観影響評価方法論の構築と
自然環境についての国民への理解と普及への貢献」に関する功績
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　「緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰」

は、緑化活動の推進や緑化思想の普及啓発

に顕著な功績のあった個人・団体を表彰す

るもので、平成 30 年は 13 の個人・団体が

表彰されました。

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰

石
いしした

下 哲
て つ お

雄 （石川県輪島市）

藤
ふ じ い

井 絢
あ や こ

子（滋賀県守山市）

吉
よ し だ

田 博
ひ ろ み

美 （福岡県宗像市）

橋
はしかき

柿 正
まさとも

與 （熊本県宇城市）

個 人

札幌市立定
じょうざんけい

山 渓中学校（北海道札幌市）

東京都水道局  多摩川水源森林隊（東京都西多摩郡奥多摩町）

特定非営利活動法人相模原こもれび（神奈川県相模原市）

ナチュラルガーデンクラブ（新潟県見附市）

麒
き り ん

麟麦
び ー る

酒株式会社  神戸工場（兵庫県神戸市）

大
だいせん

山ブナを育成する会（鳥取県米子市）

東広島市立豊
とよさか

栄中学校（広島県東広島市）

公益財団法人おおのじょう緑のトラスト協会（福岡県大野城市）

コスモス街道づくり実行委員会（佐賀県武雄市）

団 体

みどりの学術賞関連イベントの参加者募集

受賞記念講演会【入場無料】
日時：平成 30 年 6 月 2 日（土）13：30 ～ 16：00（13:00 開場）
場所：日本科学未来館　７階　未来館ホール（東京都江東区青海 2-3-6）
内容： みどりの学術賞受賞者２名から、研究内容を講演。
 熊谷洋一氏による講演　「自然環境の保全と景観シミュレーション」　
 篠崎和子氏による講演　「乾燥や高温などの環境ストレスを生き抜く植物の仕組み」
申込み方法：以下のウェブサイトよりお申し込みください（5 月 25 日〆切）
https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/sanson_ryokka/180416.html

トークセッション「“見た目”で変わる、自然環境の良し悪し」
【入館料のみ、申込不要】
日時：平成 30 年 6 月 24 日（日）14：00 ～ 15：00
場所：日本科学未来館５階 コ・スタジオ（東京都江東区青海 2-3-6）
内容： みどりに関する学術的な研究を分かりやすく伝える活動を行

う「みどりの科学コミュニケーター」が、熊谷洋一氏を迎え、
研究内容や成果、そこに至るまでの研究の道のりをトーク
セッションという形で紹介。

　　　  http://www.miraikan.jst.go.jp/event/1804041122743.html
※篠崎和子氏を迎えたトークセッションは終了しました。 みどりの科学コミュニケーターによるみどり

の学術賞受賞者とのトークセッション

　今年のみどりの学術賞受賞者である熊谷洋一氏と篠崎和子氏を迎えたイベントが
以下のとおり開催されます。「みどり」にご関心をお持ちの皆様のご参加をお待ちしています。
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取 組
国有林野事業の
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わ
た
し
の
美
し
の
森
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て

　

林
野
庁
を
含
む
「
わ
た
し
の
美
し
の
森 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
実
行
委
員
会
は
、
林

野
庁
で
平
成
29
年
４
月
に
選
定
さ
れ
た
「
日
本
美
し
の
森　

お
薦
め
国
有
林
」
を
は
じ

め
と
す
る
日
本
国
内
の
森
林
や
山
村
地
域
の
魅
力
的
な
風
景
・
場
面
を
撮
影
し
た
写
真

を
募
集
・
表
彰
し
、
こ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
を
通
じ
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
、
我
が
国

の
森
林
・
山
村
の
魅
力
を
伝
え
、
森
林
へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
し
、
そ
し
て
実
際
に
観

光
や
交
流
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
「
わ
た
し
の
美
し
の
森　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
昨
年
度
開
催
し
ま
し
た
。

　

写
真
の
募
集
は
、
景
観
、
生
命
、
体
験
の
３
部
門
で
、
期
間
は
平
成
29
年
12
月
11
日

～
平
成
30
年
２
月
13
日
ま
で
の
約
２
ヶ
月
間
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
合
計
１
，
１
７
４

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
会
は
平
成
30
年
３
月
６
日
に
林
野
庁
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
沖
林
野
庁
長
官
、

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
福
田
幸
広（
動
物
写
真
）氏
、
米
美
智
子（
風
景
写
真
）氏
ら
に
よ

る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
林
野
庁
長
官
賞
１
点
、

実
行
委
員
長
賞（
審
査
員
特
別
賞
）１
点
、
部
門

優
秀
賞（
景
観
部
門
２
点
、生
命
部
門
１
点
、体

験
部
門
１
点
）４
点
、
佳
作
６
点
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

審
査
会
で
は
、
上
位
に
は
入
ら
な
か
っ
た
も

の
の
、
各
森
林
管
理
局
管
内
で
撮
影
し
た
写
真

の
中
か
ら
優
れ
た
作
品
を
各
局
複
数
点
選
定
し
、

後
日
、
こ
の
中
か
ら
各
森
林
管
理
局
に
お
い

て
、
森
林
管
理
局
長
賞
（
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、

中
部
、
近
畿
中
国
、
四
国
、
九
州
で
合
計
７
点
）

取 組
国有林野事業の

力作を前に悩む審査員

※長官賞受賞作品はＰ２において紹介しています。
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の
選
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
年
３
月
28
日
に
都
内
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
お
い
て
は
、
各
森
林
管
理
局
長
賞
を

含
む
全
19
作
品
の
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
、
上
位
の
方
達
へ
の
表
彰
状
・
各
協
賛
企
業
か

ら
の
副
賞
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
講
評
に
お
い
て
福
田
氏
は
「
今
コ
ン
テ
ス
ト
は
意
外
に
も
ほ
乳
類
の
作
品
が

多
か
っ
た
が
、
実
は
ほ
乳
類
は
撮
影
が
難
し
く
、
山
で
じ
っ
く
り
見
な
い
と
中
々
出
会

う
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
っ
と
多
く
の
人
が
山
を
歩
き
、
動
物
に
出
会
っ
て
、
感
動
を

実
感
し
、
写
真
に
撮
っ
て
欲
し
い
」
と
し
、
米
氏
は
「
１
，
０
０
０
点
を
超
え
る
コ
ン

テ
ス
ト
は
中
々
な
い
。
森
に
入
る
と
五
感
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
森
で
し
か
出
会
え
な
い

作
品
が
撮
れ
る
。
日
本
の
森
は
世
界
に
誇
れ
る
も
の
。
コ
ン
テ
ス
ト
を
契
機
に
日
本
の

森
の
す
ば
ら
し
さ
が
世
界
に
伝
わ
れ
ば
と
思
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

林
野
庁
と
し
て
は
、こ
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
、山
村
地
域
と
の
交
流
・
理
解
の

深
化
を
進
め
、地
域
の
サ
ー
ビ
ス
や
産
業
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
や
機
会
を
提
供

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
れ
を
契
機
に
多
く
の

人
々
が
山
村
地
域
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
、

健
康
増
進
や
趣
味
・
生
き
が
い
を
持
っ

た
生
活
の
推
進
な
ど
、
こ
の
取
組
に
よ

り
、
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
今

回
か
ら
、情
報
誌
「
林
野
」
目
次
の
ペ
ー

ジ
に
て
シ
リ
ー
ズ
で
御
紹
介
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

喜びと緊張の混じる表彰式
（中央右：林野庁長官賞受賞者 地下足袋王子氏、中央左：部門優秀賞受賞者 中山真幸氏）

平成 29 年度
「わたしの美しの森 

フォトコンテスト」
ポスター

「わたしの美しの森 フォトコンテスト」入賞作品



多
様
な
早
生
樹
等
の
優
良
種
苗
生
産
技
術
の
開
発
に
向
け
て

TOPICS

03

国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構
　
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
遺
伝
資
源
部
長
　
生
方 

正
俊

　

近
年
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
、
セ
ン
ダ
ン
、
キ
ハ
ダ
、

ユ
リ
ノ
キ
と
い
っ
た
早
生
樹
等
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、
林
業
関
係
者
や
関
係
機
関
か
ら
こ
れ
ら
の
樹

種
の
苗
木
や
種
子
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
が
、
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備

機
構
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
（
以

下
「
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
へ
多
く
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
で
は
、
農
林
水
産
省
の
農
林
水
産
業
・
食
品

産
業
科
学
技
術
研
究
推
進
事
業
と
し
て
平
成
27
年

度
か
ら
29
年
度
に
か
け
て
、
早
生
樹
と
し
て
期
待

さ
れ
る
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
に
つ
い
て
、
鹿
児
島
大

学
農
学
部
、
広
島
県
立
総
合
技
術
研
究
所
林
業
技

術
セ
ン
タ
ー
及
び
中
国
木
材
株
式
会
社
と
連
携
し

て
、
成
長
、
材
質
、
生
育
等
の
各
種
特
性
の
評

価
、
優
良
系
統
の
選
定
等
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

中
で
得
ら
れ
た
成
果
を
取
り
ま
と
め
、
コ
ウ
ヨ
ウ

ザ
ン
の
優
良
種
苗
の
生
産
技
術
に
つ
な
が
る
「
コ

ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
特
性
と
増
殖
の
手
引
き
」
を
作
成

し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
（https://

w
w

w
.ffpri.affrc.go.jp/ftbc/

docum
ents/koyozantebiki.pdf

）。

コウヨウザン成木

コウヨウザンの芽生えチャンチンの根萌芽からの萌芽枝

コウヨウザンコンテナ苗
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こ
の
成
果
を
も
と
に
、
さ
ら
に
優
良
な
苗
木
生
産

に
向
け
た
技
術
開
発
に
も
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備

機
構
の
第
４
期
中
長
期
計
画
期
間
（
平
成
28
年
～

32
年
）
に
お
い
て
は
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
、
キ
ハ
ダ
、

ユ
リ
ノ
キ
な
ど
の
新
需
要
が
期
待
で
き
る
早
生
樹

等
に
つ
い
て
、
優
良
系
統
の
選
抜
が
可
能
と
な
る

母
集
団
の
作
成
を
行
う
た
め
、
生
育
地
か
ら
の
遺

伝
資
源
の
収
集
、
保
存
及
び
評
価
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
一
般
財
団
法

人
日
本
森
林
林
業
振
興
会
の
森
林
林
業
振
興
助
成

事
業
と
し
て
、
全
天
連
（
全
国
天
然
木
化
粧
合
単

板
工
業
組
合
連
合
会
）、
九
州
大
学
、
大
分
県
及
び

熊
本
県
と
連
携
し
、
チ
ャ
ン
チ
ン
と
ユ
リ
ノ
キ
を

対
象
に
、
早
生
広
葉
樹
の
優
良
種
苗
の
生
産
技
術

の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、

様
々
な
機
関
と
連
携
し
て
多
様
な
樹
種
に
つ
い
て

優
良
種
苗
の
生
産
に
必
要
な
技
術
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
技
術
開
発
が
、
こ
れ
ま
で
の
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ
等
の
主
要
樹
種
に
加
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た
新
た
な
造
林
用
の
樹

種
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
け

ば
、
林
業
の
成
長
産
業
化
や
地
球
温
暖
化
森
林
吸

収
源
対
策
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ユリノキ成木

ユリノキの実生ユリノキのさし木試験

コンテナ育苗を開始したユリノキ
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